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（様式 3） 

国際共同研究事業 
スイスとの国際共同研究プログラム 

平成２８年度実施報告書 

 

平成２９年４月２日 

独立行政法人日本学術振興会理事長 殿 

所属機関・部局 早稲田大学・理工学術院        

（ふりがな）         わたなべ かつみ 

職・氏 名   教授・渡邊 克巳   

１． 事 業 名 国際共同研究事業スイスとの国際共同研究プログラム 

２． 研究課題名 （和文）   顔表情認知の文化差に関する発達認知神経科学的研究         

       （英文）Tracing cultural diversity for the decoding of facial expressions  

           of emotion: From Visual intake to neural signatures        

３． 共同研究実施期間（全採用期間） 

平成 ２９ 年 ３ 月 １ 日 ～ 平成 ３２ 年 ２ 月 ２９ 日（ ３  年  ０ ヶ月） 

４． 研究参加者 

（1）日本側参加者   １  名     （2）スイス側参加者   １  名 

５． 主要な物品購入状況（一品又は一組若しくは一式の価格が 50 万円以上のもの） 

物品名 
仕様 

型・性能等 
数量 単価(円) 金額(円) 設置研究機関名 

ワークステーシ

ョン 

ﾃﾞﾙ Precision ﾀﾜｰ 

7810 XCTO ﾍﾞｰｽ 

１ 880,651 880,651 早稲田大学 

備考：50 万円以上の物品を購入等した場合のみ記入してください。 
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６． 人件費使用状況 

氏名 金額 雇用期間 
専門および本研究における役

割 

    

備考： 研究者及び専門技術員・研究補助者を雇用した場合のみ記入してください。 

雇用期間の欄の記入例：「平成 25 年 6月 1 日～平成 27 年 5月 31 日」 
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７． 渡航実施状況 

(a) 日本側参加者（代表者を含む）の国内出張 

出張者 

（氏名） 

出発地 

（都市名） 

用務先 

（都市名） 
旅行期間＊ 

用   務 

（用務先・用務内容） 
経費負担＊＊ 

      

計   名 

（延べ人数） 

  計   日   

＊ 旅行期間の欄の記入例：「6月 10～19 日、10 日間」 
＊＊ 本経費使用予定の有無を記入すること 

 (b) 当該年度にスイスを訪問した日本側参加者 

出張者 

（氏名） 

出発地 

（都市名） 

用務先 

（都市名） 
旅行期間＊ 

用   務 

（用務先・用務内容） 
経費負担＊＊ 

      

計   名 

（延べ人数） 

  計   日   

＊ 旅行期間の欄の記入例：「6月 10～19 日、10 日間」 
＊＊ 本経費使用予定の有無を記入すること 
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(c) 当該年度にスイス以外の国を訪問した日本側参加者＊ 

出張者 

（氏名） 

出発地 

（都市名） 

用務先 

（国名・都

市名） 

旅行期間＊＊ 
用   務 

（用務先・用務内容） 
経費負担＊＊＊ 

      

計   名 

（延べ人数） 

  計   日   

＊ 外国出張の渡航先は原則としてスイスのみとします。ただし、当該共同研究の研究成果発表を目的とする学会

等への出席や、フィールドワーク等で当該第三国へ行くことが必須である研究上の理由がある場合に限り、ス

イス以外の国を訪問することが可能です。 
＊＊ 旅行期間の欄の記入例：「6月 10～19 日、10 日間」（現地到着日～現地出発日） 

＊＊＊ 本経費使用予定の有無を記入すること 

 (d) 当該年度に受入れたスイス側参加者 

出 張 者 

（氏名） 
用 務 先 旅行期間＊ 用   務 

    

計        名 

（延べ人数） 

 計    日  

＊ 旅行期間の欄の記入例：「6月 10～19 日、10 日間」（来日日～離日日） 
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８． 研究実施状況 

※ 申請書の内容及び当該年度実施計画書の「6．本年度実施計画の概要」と対応させつつ、当該年度の

研究の実施状況を簡潔に日本語にて記入してください。 

 

平成２８年度は、平成２９年度からの本格始動に向けての準備期間を１か月間（平成２９年度３月１日〜３

月３１日）設け、主に眼球運動解析ソフトウェアである iMAP4 の稼働に向けたシステム構築の準備を行った。 

契約締結と研究期間開始後直ちに、ワークステーションを購入し、来年度のセットアップに向けた準備を行

った。研究の方向性に関する議論を海外学会でのミーティングやメール上で進め、来年度の研究計画の確認

と準備を進めた。 
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９． 研究発表（平成２８年度の研究成果） 

〔雑誌論文〕 計（  ）件  うち査読付論文 計（ ）件 
相手国研

究代表者

との共著

の有無 * 

著 者 名 論  文  標  題 
  

 
雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 

        

 

著 者 名 論  文  標  題 
  

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 
        

 

著 者 名 論  文  標  題 
  

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 
        

 
 〔学会発表〕計（  ）件  うち招待講演 計（ ）件 

発 表 者 名 発  表  標  題 
  

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
    

 
 〔図 書〕 計（  ）件 
相手国研

究代表者

との共著

の有無 * 

著 者 名 出 版 社 
  

 書  名 発 行 年 総ページ数 
      

*相手国研究代表者との共著がある場合は○、相手国研究代表者との共著であり論文内に事業名を明記している場合は◎

と記入した上で、明記されている箇所（頁、巻頭、巻末等）を記入。 
*足りない場合は適宜行を追加して下さい。  
 


